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ム ス リム ・コ ミュ ニ テ ィで の ブ イー ル ドワ ー ク
一 中国寧夏回族 自治区の事例か ら一
澤 井 充 生
1は じめに一中国西北部でのフィール ドワーク
本稿 は、中国の少数民族地域 におけるフィール ドワーク1)の方法論 について考察
するフィール ド・エ ッセイである。筆者がこれまでフィール ドワークをおこなって
きた地域 は中国西北部2)、いわば中国の 「周縁部」 に位置す る少数民族地域 であ
る。 この地域は、数多 くの外 国人研究者がよく訪問する中国の他地域(例 えば南部
や東北部)と は対照的に、ムス リム少数民族が多 く、中国の国内政治か らみると非
常 にセンシテ ィブな地域 となっている3)。したがって、西北部 の少数民族地域での
フィール ドワークは外国人研究者 にとっては現在でも決 して容易 なことではない。
近年のメデ ィア情報によれば、こうした事態がグローバル化にともなって急 に発
生 したかのように報道され る傾向 にあるが、実は1949年中華人民共和国成立後、
ほぼ持続 して きた といえる。ひとつ付言するならば、2001年9月11日のアメリカ
「同時多発テロ」発生以降、ムスリム少数民族 をとりま く社会環境および彼(女)
らを調査対象 とする研究者がおかれた状況がそれ以前よ りも一層複雑化 しているこ
とに注意す る必要があるだろう。例えば、新彊 ウイグル自治区では、外 国人研究者
によるフィール ドワークはほぼ実現不可能であるとい う見方が 日本人の中国研究者
(正確 には新彊研究者)の あいだでひとつの 「常識」 となっている4)。
このように、ほぼ 「絶望的」 ともいえる状況下、外 国人研究者は どの ように して
フィール ドワークを実施で きるのだろうか。また、 どのようなフィール ドワークが
有効 となるのだろうか。本稿では、筆者が寧夏回族 自治区でおこなったフィール ド
ワークの実例を紹介 し、中国の少数民族地域におけるフィール ドワークの可能性 に
ついて考えてみたい。そのための手続 きとして、まず、筆者 自身がムス リム ・コミ
ュニティでおこなったフィール ドワークの過程 を具体的に紹介する。あ くまで もひ
とつの事例 にす ぎないが、筆者自身の手の内をあえて披露することにより、中国の
少数民族地域 におけるフィール ドワークの有効性5)について検討 できるにちがいな
いo
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一般 に、フィール ドワークの方法論 については、人類学にか ぎらず、隣i接する他
の学問分野 において も、 日本人研究者が自分の手の内を披 露 し、「赤裸々」 に叙述
す ることは現在で も少ない6)。とくに、中国でフィール ドワークをお こなう日本人
の人類学者の場合、理論研究であろうと、民族誌的研究であろうと、他地域の研究
分野ほどフィール ドワークの方法論 をめ ぐって活発な議論がなされていないのが現
状で ある。かつ て1990年代 に 『ライテ ィング ・カルチ ャー』 シ ョック[松 田
1999:222]をきっかけ としてフィール ドワークや民族誌に対する人類学者の 「自
己批判」が 日本国内でもなされたにもかかわらず、である。こうした状況をふまえ
ると、今回の試論 は、フィール ドワークに関する有益 な情報を中国研究や人類学 に
提供 し、それにくわえ、ムス リム ・コミュニティにおけるフィール ドワークに関す
る一次情報を提供するということで、中央アジアや中東などのイスラーム地域研究
に対 してもフィール ドワークのあ りかたを比較検討するための材料 を提供で きるの
ではないだろうか。
皿 中国人研究者のフィール ドワーク
はじめに、予備知識の確認作業として、中国でのフィールドワークについて論じ
るにあたり、中国人研究者が西北部の少数民族地域でどのようにしてフィール ド
ワークを実施しているのか紹介してみよう。これから書 くことはあくまでも筆者が
中国人の 「同業者」7)から個人的に見聞きした情報にすぎないのだが、普段は学会
や研究会などのフォーマルな場面ではなかなか聞く機会のない情報であろうから、
具体的な参考資料として提示しておきたい。
中国では、1978年「改革開放政策」(経済自由化政策を根幹とした改革)の導入
後、人文科学 ・社会科学の復活が容認されるようになり、1980年代に入ると、全
国各地で漢民族や少数民族に関する調査研究が実施されるようになった。中国ムス
リムについていえば、中国の歴史学や民族理論を専門とする研究者たちが民族学院
(現大学)や社会科学院などを中心として現地調査を実施している。そのなかでも
中国ムスリムの研究で有名な研究機関は寧夏回族自治区にある寧夏社会科学院であ
り、そこには回族イスラーム教研究所が設置されている。同研究所は寧夏で現地調
査をおこなう外国人研究者に対する 「窓口」となっており、欧米人や日本人の研究
者がよくお世話になっている8)。
中国西北部には、寧夏社会科学院のほかにも、寧夏大学回族文化研究所、北方民
族大学(旧西北第二民族学院)、蘭州大学、西北民族大学、青海民族学院、陳西師
範大学などの教育 ・研究機関があり、その多くが西北部にくらす少数民族の研究に
重点をおいている。筆者は、中国に長期滞在 していた期間には寧夏回族自治区や甘
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粛省の研究者を積極的に訪問するように心がけ、中国ムスリムに関するフィール ド
ワークの方法論について意見を交換 していた。中国人研究者の調査方法論の傾 向を
少 し簡単 に整理す ると、文献資料収集に専念する歴史学者の場合、現地でのフィー
ル ドワークとよべ る調査 はほ とん ど実施 していない。 これに対 して、中国の民族理
論や民族学を専門とす る研究者 は少数民族地域で 「フィール ドワーク」 をおこなっ
ている9)。
しか しながら、中国西北部において中国人研究者が 「フィール ドワーク」 をおこ
なっている といって も、彼(女)ら の 「フィール ドワーク」の方法論は非中国人研
究者のそれ とは根本的に異なっている。そのことは、中国で 「外 国人」 とな り、彼
(女)らと意見交換をおこなった筆者にとって非常に印象深 く、現在 も調査方法論
の 「文化的差異」 として彼(女)ら と筆者 とのあいだに横たわっている。つ まり、
中国人研究者の多 くは、欧米人類学で提唱されてきたようなフィール ドワークをお
こなっていない。少 し語弊 を招 く言い方か もしれないが、中国民族学 の状況1・)をみ
ると、中華民国期 には欧米人類学が中国国内の大学で教授 されていたが、中華人民
共和国成立後 はなが ら く否定 されることになった。もちろん1978年「改革開放政
策」の導入後、欧米の学問分野が中国国内で積極的に紹介 され始めたが、少な くと
も中国西北部 に限っていえば、欧米人類学に接 したことのある研究者は現時点で も
非常 に少 ない。近年、中国西北部で も、北京や上海 と同 じく、「人類学」の看板 を
かかげる教育機関や研究機関が設置 されてはいるが、欧米人類学の学問的な訓練 を
受けた研究者は数えるほどにす ぎない。
筆者が調査地で見聞 きした情報 にすぎないが、中国人研究者が調査地でおこなう
「フィール ドワーク」 とは次の ようなものである。まず、彼(女)ら は少数民族の
生活 を知るうえで 「典型的」 な調査地を選択 した後、その地域に勤務する政府機関
関係者に連絡する。そ して、中国人研究者は政府機関関係者か ら調査許可 を得 た
後、政府機関関係者 と一緒に調査地 を訪問する。その際、政府機関が刊行 した各種
文献資料(例 えば統計資料や地方誌 といった類の もの)を 入手 し、調査地の概況を
把握 する。そ の後、調査 地 に くらす 「代 表的」 な情報提 供者(イ ンフォーマ ン
ト)11)を訪問 し、政府機 関関係者の付 き添いの もとで インタビュー調査 をおこな
う。中国人研究者の話によると、所要時間は長 くてせいぜい数時間ほどで、それに
よって得 られる情報 はご く一般的な内容であるという。その後、中国人研究者 は同
様の調査を数回 くり返 し、ご く簡単な調査成果 を論文 として公表する。
このように、中国人研究者の 「フィール ドワーク」は、欧米や日本の人類学者が
おこなうような長期滞在 を条件 としたフィール ドワークとは呼べ るものではない。
あえて例 えるならば、社会学者や政治学者が よくおこなうサーベイやリサーチとい
った類の調査 といえるだろうか。その是非 について本稿で判断することはで きない
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が、一般に、欧米や 日本 の入類学者に要求されるフィール ドワークが、中国西北部
の少数民族地域では積極的には実施 されていないことを確認 してお きたい。
皿 フ ィール ドワークの準備
それでは、筆者が寧夏回族自治区でおこなったフィール ドワークの過程を具体的
に記述 していこう。まず、調査地は寧夏回族自治区の首府にあたる銀川市という行
政都市である。この都市を調査地としたおもな理由は、外国人研究者が回族に関す
るフィールドワークをおこなう場合、寧夏社会科学院のような正規の 「窓口」のあ
る地域ならば、行政手続きを最もスムーズに進めることができると判断したことに
よる。少なくとも当時は、それ以外の地域で外国人研究者が回族に関するフィール
ドワークを実施する場合、調査許可を得るのが非常に難しかったであろう。寧夏の
場合、筆者より一足早く、日本人の地理学者も寧夏社会科学院に受入れてもらって
いたし、また、他の研究者(例 えば歴史学者や教育学者)も同じ社会科学院の仲介
のもとで現地に入っていた。このように、寧夏では行政手続きが比較的スムーズに
おこなえる。
日本にいるあいだ、寧夏社会科学院回族イスラーム教研究所には出国前のおよそ
数ヶ月前にはコンタクトをとり、自分の調査計画や旅行日程などについて十分に相
談しておいた。例えば、外国人研究者が最も気にかける問題のひとつにビザの問題
がある。一般に、外国人研究者が中国で正式な現地調査をおこなうにあたり正規の
訪問ビザ(「Fビザ」)を取得することが必須となっている。ところが、訪問ビザの
取得は外国人研究者にとっては煩雑であり、現地調査を短期間で手早く済ませる場
合、観光ビザ(「Lビザ」)を取得して行動する場合が多い。筆者の場合、北京在住
の回族研究者に寧夏社会科学院回族イスラーム教研究所を紹介してもらい、寧夏社
会科学院に 「受入れ」を許可してもらった。筆者は自分の所属する大学院の 「紹介
状」(英文)を用意 し、それを同研究所の責任者に送付 し、訪問ビザの取得に必要
な行政手続きを進めた。このあたりの行政手続きの詳細な過程は確認できなかった
が、以下のような手続きだったと間接的に聞いたことがある。簡単に紹介 しておこ
う。
寧夏社会科学院回族イスラーム教研究所のスタッフが 「受入れ許可書」を作成し
た後、それにその他諸々の書類を添付し、寧夏回族自治区の 「外事弁公室」に提出
する。それは、訪問ビザの取得に必要な正規の 「招聰状」を 「外事弁公室」に発行
してもらうためである。「外事弁公室」が正規の 「招聰状」を発行すると、寧夏社
会科学院回族イスラーム教研究所のスタッフがそれを受け取り、日本にいる筆者に
郵送する。筆者は 「招聰状」を受取った後、日本の中国大使館(あ るいは領事館)
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へ持参 し、訪問 ビザ を申請する。当時、訪問ビザによる滞在期 間は最長で180日以
内 となっていた。その後、1週 間ほどで訪問ビザのスタンプが押されたパスポー ト
を中国大使館(あ るいは領事館)で 受け取ることができる。 こうした一連の行政手
続 きを済ませては じめて中国で現地調査 を正式 にお こなえることになる。
Nフ ィール ドワークの開始
1調 査地の選択
ここまで くると、第一関門突破 といえる。日本 を出国し、申国へ到着 した後は、
まず 「受入れ機関」 を訪問 し、表敬訪問をおこなう必要がある。筆者は北京市か ら
調査地へ移動 した後、寧夏社会科学院回族イス ラーム教研究所 を最初に訪問 した。
そ こで、責任者 をふ くむスタッフに挨拶 し、自分の専 門分野や調査計画について説
明 した。その当時、筆者は清真寺(モ スク)の 管理運営制度に興味 をもってお り、
調査計画書にはイスラーム地域研究ではおな じみの 「イスラーム復興」 というキー
ワー ドを盛 りこんでいた。い ま考 える と、「イスラーム復興」 という言葉 は少 しセ
ンシティブな表現 だったのだが、筆者の調査計画に対 して寧夏社会科学院のス タッ
フが異論 を唱えたことはなかった。むしろ、筆者の専 門分野 とス タッフのそれ とは
違 うものの、筆者の調査計画はどちらか といえば肯定的 に評価 してもらえた。
もしかすると、そのことは筆者の調査地の性格 と関係があるのか もしれない。つ
まり、筆者は農村部ではな く、都市部での コミュニティ ・ス タディを希望 した。と
い うの も、一般に農村部 といえば、ムスリム少数民族が都市部よりも一層多 く、外
国人研究者の訪問が相対的に警戒 される傾向にあるので、農村部 よりも都市部の方
が行動 しやすい と考えたからである。 また、資料収集の面か らみると、都市部の方
が統計資料や史料の入手が比較的容易ではないかと考 えたことも理 由のひとつであ
る。こうしたことか ら、筆者は寧夏回族 自治区の銀川市でのフィール ドワークを申
し込 んだ12)。
銀川市での調査 を始めるにあた り、 まず、寧夏社会科学院回族イスラーム教研究
所の責任者が筆者 を銀川市公安局まで連れて行 き、同社会科学院の 「紹介状」を公
安局担当者に手渡 し、フィール ドワークの 目的について簡単に説明 して くれた。公
安局担当者は 「紹介状」 にざっと目を通す とす ぐさま受諾 した。予想 していた より
も実 に簡単な手続 きだったが、このようにして、筆者 は希望通 りに銀川市でフィー
ル ドワークを実施で きることになった。次に、銀川市での調査地選定であるが、回
族イスラーム教研究所が筆者の調査地を指定 したわけではな く、筆者が 自分 自身で
調査地を自由に選ぶことがで きた。調査対象 となった清真寺は銀川市の中心地にあ
り、その多 くが都市部 にあったため、外国人研究者にある程度は開放されていたよ
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うである。実際、清真寺 をはじめて訪問 した時にか ぎり、寧夏社会科学院のスタッ
フに同行 して もらったが、2度 目以降の訪問では単独 で訪問することがで きた。 も
しかする と、寧夏社会科学院と清真寺関係者とのあいだで筆者の現地調査にかかわ
るなんらかの 「取 り決め」が交わされていたのか もしれないが、調査地では筆者の
フィール ドワークが政府機関関係者によって妨げ られたことは一度 もなかった。
2資 料収集
さて、調査地選定の後、調査地の歴史や現状を把握する必要がある。そこでおこ
なうのが文献調査である。まず、調査地では、省(自治区)・市 ・区の行政 レベ
ル13)ごとの文献資料(例 えば統計資料や地方誌)を行政機関や出版社を訪問して収
集した。幸いにして、調査当時、各行政レベルの地方誌がかなり多く刊行されてい
たので、この点には困らなかった。一部入手困難な資料については、寧夏回族自治
区の図書館や寧夏社会科学院の図書室で複写したり、古書店で購入したりした。こ
のあたりの作業については 「受入れ機関」から色々とアドバイスをもらった。
ただし、中国では地図類の資料が入手困難で、それは現在でも変わりない。一般
の書店で販売されている地図といえば、ごく簡単な観光地図や交通路を紹介した地
図ぐらいしかなく、調査地では地図を自分でアレンジすることになる。調査終了後
に気づいたのだが、市内の公安局や役所には少し詳細な地図資料があるが、当然の
ことながら外国人は閲覧不可能となっている。
ここまでは公刊された文献資料についての話であるが、それとは別に、貴重な資
料もあった。それは調査地の人々が自費出版 している資料である。一般に、自費出
版の資料は一般の書店では販売されず、著者の知人や友人に配布される。したがっ
て、こうした資料は調査地で知 り合った人々とのコネクションによって確保するこ
とができる。とくに役立ったものは清真寺関係者(例 えば宗教指導者や管理責任
者)が記録した歴史資料の類だった。清真寺では歴史資料が少ないので、文字で記
録した資料の存在は希少価値であり、その清真寺の歴史を再構成するうえで役立っ
た。
このほか、文献資料のほかにも、調査地の被調査者が保存する写真(と くに家族
写真)といった非文字資料も貴重な資料となる。調査地では、家族の歴史にまつわ
る文献資料はなくても、家族の写真が大切に保管されていることが多い。1990年
代に入ると、調査地でもカメラが普及し始めていたので、どの家庭でも家族写真が
あった。こうした家族写真がその家族の親族関係を確認するうえで非常に貴重な一
次資料 となる。筆者は調査地では家族写真を撮影させてもらっていだ4)。
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3世 帯調査
筆者の場合、文献調査の終了後、調査地では世帯調査をおこなうことを慣例 とし
ている。筆者の調査対象は清真寺であ り、その周囲には回族の地元住民が集住す
る。手始めとして、その地域 を管轄する地域住民組織 を訪問 した。 この組織は中国
では 「居民委員会」と呼ばれてお り、日本の町内会にほぼ相当すると考えてよい。
ただし、「居民委員会」は中国の法 規定では地域住民組織 とされているにもかかわ
らず、実質的 には行政機関の末端 に位置する。 したがって、「居民委員会」の訪問
にあたっては、筆者が単独でおこな うのではなく、「受入れ機関」のス タッフに同
行をお願いす ることにした。外国人研究者であって も 「受 人れ機関」に紹介しても
らえれば、「居民委員会」での調査 も簡単におこなうことがで きた。
筆者自身でもフ ィール ドワークの目的や方法について 「居民委員会」のスタッフ
(大部分が回族)に 自分の言葉で説明する ようにした。清真寺 と同様 、「居民委員
会」 にも足繁 く通い、顔を覚えて もらうようにした。 これは警戒心 を解 くためであ
る。「居民委員会」の管轄地域についてス タッフに質問 をくり返す うちに、住民の
基礎的な情報を提供 して もらえることになっkls)。ご く一部にす ぎないが、「居民
委員会」 に提供 してもらった統計資料(住 民の氏名 ・戸籍 ・出生年月日 ・性別など
の情報が明記されたもの)を 筆者は自分で整理 したことにより、清真寺の周囲に集
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住する住民の概況 を把握することができた。
調査地の清真寺の周囲にくらす住民の概況を把握 した後、筆者 は戸別訪問 を実施
する計画 を立てていたのだが、外国人研究者によるインタビュー調査 は住民たちに
警戒されるにちがいないと直感 し(ま た、政府当局の許可 も得 られない と考えたの
で)、中国人の調査協力者によるアンケー ト調査 をお こなうことにした(詳 細は後
述する)。ただし、筆者 は、定量 的な調査 よ りもむしろ、清真寺 を拠点 とした定性
的な調査 に重点 をおいていたので、清真寺でたまたま親 しくなった人々に焦点 をあ
わせ、インテンシブなインタビュー調査 をおこなうことにした。
4調 査項目の設定
清真寺周辺での世帯調査 を終 えた後、清真寺でのフィール ドワークを始めるにあ
た り、筆者は最初 に簡単な調査項目を設定 した。最近の人類学の教科書では調査項
目の設定 については解説されることは少 ないだろうが、フィール ドワークの経験が
全 くなかった筆者の場合、た とえ暫定的な ものであるとして も、調査項 目の設定が
フィール ドワークをスムーズに進める うえで有益だと考 えたからである。また、 フ
ィール ドワークの効率性 を気 にかけていたことには次のような理由があった。当時
(そして現在 も)、調査地においては外 国人研究者のホームステイは不可能だった
ため、筆者 は外国人で も宿泊可能なホテルに滞在 し、ほぼ毎 日のようにホテルか ら
自転車 に乗 って清真寺まで通 っていた。この ように、調査艇では外国人の宿泊施設
に対する規制が強かったため、フィール ドワークをで きるかぎり効率 よく進めたい
とい う気持ちが当初は強かった16)。
あ くまで も一例 にすぎないが、以下、掲載す るデータは2000年頃に筆者が実際
に使用 していた調査項 目である。参考 までにみてみよう。
【筆者の調査項目】(一部を抜粋)
清真寺に関する調査項目
1清 真寺の歴史的背景
1.1
1.2
1.3
1.4
1.5
1.6
1.7
1.8
建設時期。
設立者。
建設費用。面積。
設立場所。移転の経験。その理由。移転費用。
土地の一部 を賃貸 ししているか どうか。部屋代。
1958年「合併 ・他用」「保留開放」 されたか どうか。
1966年「関閉」あるいは 「折除」 されたかどうか。
修復 された時期。修復費用。政府の経済援助の有無。
,
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1.9清 真寺が管理する墓地の有無。墓地の場所。面積。
1.10イス ラームの 「教派」。
2一 般信徒
2.1
2.2
2.3
2.4
2.5
2。6
2.7
信徒数。世帯数。
出身地。本籍。居住地。戸籍。
イスラームの 「教派」。民族戸籍。職業。
毎日の礼拝者数。金曜礼拝の礼拝者数。
毎年ザカー ト(喜捨)を 納める義務の有無。
回族内婚、異民族間通婚の程度。
イスラーム改宗者数。性別。年齢。改宗理由。
3清 真寺民主管理委員会
3.1
3.2
3.3
3.4
3.5
成立年。人数。役職。年齢。学歴。
給料。任期。在職年。
姓名。出身地。現住所。本籍。戸籍。イスラームの 「教 派」。民族戸籍。
前職。
歴代の管理責任者。姓名。年齢。出身地。イスラームの 「教派」。在職年。
選抜方法。行政手続 き。
4宗 教指導者
4.1
4.2
4.3
4.4
4.5
4.6
4.7
4.8
4.9
4.10
4.11
5寄 宿学生
5.1姓 名。年齢。出 身地。現住所。本 籍。学歴。戸 籍。イス ラーム名。「教
派」。民族戸籍。既婚か どうか。
5.2イ スラーム学を学んだ年数。入学理由。-
5.3イ スラーム学を学習 した場所。
姓名。年齢。出身地。現住所。本籍。戸籍。学歴。
イスラーム名。「教派」。民族戸籍。
清真寺で勤務 した年数。任期。
イスラーム学 を学んだ年数。場所。その理由。
「穿衣」(イスラーム学の修了)の 時期 と場所。
清真寺に初めて勤務 した時期 と場所。
宗教指導者の証明書の取得時期。手続 き方法。
月給。報酬。
歴代 の宗教指導者の姓名。年齢。出身地。本籍。イスラームの 「教派」 な
ど。
地元出身の宗教指導者が好まれるかどうか。
宗教指導者は戸籍を変更可能か どうか。
5.4
5.5
5.6
5.7
「穿衣」(イスラーム学 の修了)し た学生数。宗教指導者の資格 を取得 し
た者の人数。
学費、宿舎費、食費など。
1978年以降、寄宿学生 を受け入れた時期。
夏期 ・冬期にイスラームの学習 クラスを開講するかどうか。
6寺 師傳(モ スクの守衛係)
6.1姓 名。年齢。出身地。現住所。本籍。戸籍。 イスラーム名。民族戸籍。
「教派」0
6.2任 期。在職期間。
6.3給 料。報酬。
このような調査項 目は、 インタビュー調査をはじめておこなう場合、質問事項を
失念 しないという点で非常に便利だった。 もちろん調査項 目は決 して固定的なもの
ではな く、フ ィール ドワー クの過程でそこに不備があることに気づ くとそのたびに
修正す るように していた、。実際、筆者がインタビュー調査をおこなった被調査者や
インタビュー調査のテーマによっては調査項目を大幅に変更するが多かった。いず
れにして も、調査地ではこうした調査項目の リス トを用いなが ら清真寺で フィール
ドワークをおこなっていた。調査項 目のリス トを使用 しての調査が被調査者によっ
て拒否 されたことはなか った。
でノ ・
v-一一t・ 一 噂9画 』,顧v'齢 ヴPt錘}「 一 一 一一'岬 門
85
5情 報提供者(イ ンフォーマン ト)
ところで、インタビュー調査 をお こなう場合、情報提供者 を確保す る必要があ
る。調査当時、筆者の 「受入れ機関」が 情報提供者 を紹介 したことはほとんどなか
った。つ まり、「受入れ機関」が情報提供者 を指名 した り、指定 した りすることは
なかったのである。調査地選定についても同じことがいえるが、筆者が 情報提供者
を自分で探 し出 し、彼(女)と 直接的に言葉をかわす ことがで きた。情報提供者 と
の接触 においても政府機関関係者が関わることはなかった。
ご くたまに 「受入れ機関」が筆者の調査項 目リス トに目を通 し、彼(女)ら が
「適役」「適任」だと判断 した情報提供者を筆者に紹介 したことがあった。その場
合、情報提供者が政府機関関係者だったこともある し、一般の民衆17)だったことも
ある。筆者 と情報提供者 とのや りとりを思い返すと、こち らの予想 に反 して、「受
入れ機関」 は様々なバ ック ・グラン ドをもつ人々を筆者 に紹介 して くれた。こうし
たことか ら、情報提供者の人選には偏 りはなかったと考 えている。
「受入れ機関」が情報提供者を紹介 して くれた場合、筆者 は 「受入れ機関」のス
タッフとともに 「情報提供者」 に会ってインタビュー調査 をおこなうことになっ
た。その場合、「受入れ機関」がインタビュー を進行することになるのだが、だか
らといって、それは 「誘導尋問」 になるわけではな く、また、発言す る機会が筆者
になか ったわけではない。あ くまで も筆者 自身の事例 にす ぎないが、「受入 れ機
関」が インタビュー調査の内容を事前 に決定 し、その とお りにインタビュー調査 を
進行 したわけではな く、筆者 自身が自由に質問で きる機会があった。 さらに、筆者
が後 日、情報提供者 に補足調査 をおこないたい場合、筆者が直接約束 をとりつける
こともで きた。不思議 に思われるか もしれないが、 こうした作業で も比較的自由に
行動す ることがで きた。
6イ ンタビュー調査(聞 き取 り調査)
それでは、インタビュー調査 の過程 をみていこう。基本的に、筆者はさきほど紹
介 した調査項目にのっとってイ ンタビュー調査 をお こなった。フィール ドワークを
開始 した当初は、具体的な調査項 目をすべて暗記 しているわけではない。 したがっ
て、インタビュー調査 の被調査者 を目の前に して調査項 目を片手に もって質問する
ことになった。ただ し、インタビュー調査 を何度 もお こなっている と、イ ンタビ
ュー調査のなかで も最低限必要な項目は気がつけば暗記で きている し、調査項 目を
参照 しな くとも、被調査者 に対 して 自然 な形で質問で きるようになる。イ ンタビ
ュー調査の最 中に追加するべ き調査項 目があることに気づ くと、臨機応変に調査項
目のなかに加 えて対処 していた。
フィール ドワーク経験のある人類学者 は容易 に想像 で きるだろ うが、イ ンタビ
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ユー調査 に慣 れてくると、「堅苦 しい形式」でおこなわな くなる。つ まり、いわゆ
る 「茶飲み話」や 「井戸端会議」 といったご く自然な形で被調査者 と話ができるよ
うになる。当然のことなが らこうした関係 になるまでにはことのほか時間がかかる
し、時間の問題 だけでな く、被調査者 との信頼 関係 の度合いに もよる。 したが っ
て、外 国人研究者特有の外見上の特徴や内面の性格や雰囲気などによっては被調査
者 と話 し合いができるほ どの親 しい関係 を築 けないこともおおいにあ りうる'8)。例
えば、筆者の知人 にアメリカから中国に留学 していた人類学者がいた。その人物は
いわゆる 「欧米人」(白人)の 男性だったのだが、中国の街中ではひと際 目立つ外
見だったせいか、予定 してい た清真寺で のフィール ドワークを実施で きず にい
た19)。
筆者は、調査 テーマの関係上、清真寺 を頻繁に訪問 し、清真寺関係者 にインタビ
ュー調査 をおこなっていた。この ような場合、例 えば日本国内の場合は事前 にアポ
イン トメン トをとることが必須だろうが、調査地では事前 に連絡をとることはほと
ん どなか った。なぜな らアポイン トメ ントをとって も、清真寺で は急な用事 のた
め、予定通 りにインタビュー調査をおこなえるとはかぎらないことが多かったから
である。つま り、実質的には 「ゲ リラ式の奇襲攻撃」で清真寺 を訪問 し、その場 に
いる清真寺関係者 をつかまえて話を聞かせてもらっていた。
7参 与観察
調査 地の清真寺で は、1日5回 の礼拝 をは じめ、沐浴 ・施 し ・断食 ・婚礼 ・葬
儀 ・墓参 ・年 中行事 ・イスラーム教育などの地域活動がおこなわれている。筆者の
場合、機会のあるか ぎり、清真寺にやってくる回族の人々に話 しかけ、彼(女)ら
の活動 を逐一観察 させて もらうに心がけた。清真寺では寧夏社会科学院回族 イス
ラーム教研究所のスタッフが筆者を清真寺関係者に紹介 して くれていたので、フ
ィール ドワークが拒否されることはなかった。ただし、筆者の来歴が理解 されない
うちは回族の人々 と自由に会話で きる雰囲気ではなかったので、で きるか ぎり積極
的に自己紹介をおこなうように注意 していた。その際、出会った人々には名刺 を配
り、名前 と顔 を覚えてもらうように努めた。
調査当時、筆者の通っていた清真寺は8つ ほどあったが、ほぼ毎 日それぞれの清
真寺を訪問 し、その場にいる回族の人々の世間話 に耳 を傾 けるように心がけてい
た。 もちろんそのなかには 「外部者」 を警戒する人 もいたが、基本的にはおおむね
友好的な態度で接 して くれた。清真寺に頻繁 に顔 を出 していると、現地の人々 と
「顔見知 り」の関係になり、知人や友人ができるようになる。そのなかで も筆者の
フィール ドワークに興味 をもってくれる人々とは 「顔馴染み」の関係になり、清真
寺ではな く、お宅を直接訪問 し、世帯訪問 を積極的にお こなえるようになった。
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世帯訪問では、筆者が個人的に親 しくなった人々を直接訪問することができたの
で、かな り自由に行動で きていた。被調査者のお宅ではこちらの選 んだテーマ にそ
ってインタビュー調査 を自由にお こなう一方、機会のあるか ぎり、い くつ もの行事
(日本の冠婚葬祭 に相当するもの)に も参加 させ てもらっていた。清真寺での調査
で も一次資料の収穫があったが、やはり、世帯訪問で収集で きる一次資料の方がず
っと豊富だった。一般的に中国の都市部での世帯訪問は難 しいらしいので、親 しく
なった知人や友人とは電話で連絡 をとるようにしていた。
8そ の他(ア ンケ 一ート調査、謝礼 など)
筆者 はフィール ドワークを開始 した直後、まず は定量 的調査 を実施 したい と考
え、アンケー ト調査 を試みたことがある。 まず、「受入れ機関」の承諾を得た後、
主要な清真寺 に限定 し、地元住民のお宅にアンケー ト用紙 を配布 した。アンケー ト
用紙の内容 については 「受入れ機 関」にチェ ックして もらい、「問題 なし」 という
ことで修正はされなかった。次 に、筆者の友人の紹介 を通 じて、寧夏大学の学部生
たちに声 をかけ、調査協力 をお願い した。た しか半 日ほどの拘束時間で1名30元
(450円)20)の謝礼 を支払 うことを条件 に4名 ほ ど雇用 した。清真寺の周 囲に くら
す約200世帯 にアンケー ト用紙 を配布 ・回収 したが、回収率 は30%弱 と惨憺 たる
結果 だった。おそらくはこちらの説明不足 もあったのだろうが、アルバ イ ト協力者
の働 きぶ りが芳 しくな く、アンケー ト調査は実質的に徒労 に終わった。
ここで調査地での謝礼 について言及 しておこう。アンケー ト調査の ように、アル
バイ ト協力者 を雇用す る場合 にかぎ り、筆者は時間給で謝礼 を手渡 した ことがあ
る。それとは別に、寧夏社会科学院のスタッフに別件で調査協力を依頼 した際、た
しかスタッフ2名 にそれぞれ数百元(3000円～4000円)を手渡 したこ とがある。
このほか、清真寺でインタビュー調査を何度 もおこなった場合、被調査者を長時間
拘束す ることになったので、市場で購入 した果物(300円～400円)を持参 して手
渡 したことがある。 といって も、およそ1年 間の長期滞在のあいだで数回の頻度だ
った。なお、筆者の場合、調査 地では、被調査者か ら物 品を要求 された ことはな
い21)。
Vフ ィール ドワークの課題
1少 数民族地域での フィール ドワーク
中国の少数民族地域 においては、外 国人研究者 に対する政府当局の規制が必然的
に強化される傾向にある。 このことは、今回とりあげた西北部 にか ぎったことでは
な く、同 じ中国の他地域 にもあてはまることである。1978年に改革開放政策が導
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入され、外 国人に対する規制が緩和 された といって も、少数民族にかかわる問題が
きっかけとな り、中央 ・地方 レベルの政策が引 き締 められることは少な くない。
幸いにして、筆者 自身は、外国人研究者 として少数民族地域でフィール ドワーク
を実施 したにもかかわ らず、調査地で大 きな トラブルに巻 き込 まれたことはなかっ
た。 どちらか といえば、フィール ドワークをスムーズに進めることがで きた方だと
いえる。実は、中国渡航前、筆者は 日本人の中国研究者か ら 「西北部でのフィール
ドワークは危ないので無理ではないか」 とたびたび注意 されていた。そ うした言葉
を聞 くたびにとて も不安 になったものだが、実際に足を踏み入れてみた ところ、周
囲の人々が心配するような問題はお きなかった。これは筆者のフィール ドワークに
理解 を示 し、臨機応変に行動 して くれた 「受入れ機関」の尽力によることはいうま
で もない。
中国の他地域の話であるが、近年、中国で文献調査 をおこなった日本人研究者が
中国の政府当局に拘束 され、研究者のあいだで話題 となった ことがある。北京市や
上海市などの大都市の場合、外国人研究者に対す る規制はい くぶん緩和 されている
が、それに対 して少数民族地域の場合、外 国人研究者のフィール ドワークに対 する
規制 は一層強 くなっているようであ る。寧夏回族 自治区 は別 として、その他の省
(自治区)の 少数民族地域では、外国人研究者が フィール ドワークを実施するにあ
た り、適当な 「受入れ機 関」22)をみつけておらず、また、観光 ビザで 自由に行動す
ることが多い こともあ り、 トラブルに巻 き込 まれるケースが多い。
筆者 と同 じく、中国西北部で フィール ドワークをお こなう人類学者の場合、どち
らか といえば、中国側の 「受入れ機関」 との良好な関係 を築いているので、調査地
で トラブルに巻 き込 まれたケースはほとんど聞いたことが ない23)。一般 に、フィー
ル ドワークの場合、長期間の現地調査 となるわけなので、それを計画する側はおの
ずか ら非常 に慎重 な態度 をとることが 慣例 となっている。このあた りは短期 間の現
地調査 をおこなう他分野の研究者 とはス タンスが明 らかに異 なる。筆者がイ ンフ
ォーマルに聞いた話によると、短期間の現地調査 をおこなう研究者の場合、外国人
研究者の現地調査 に必要な行政手続 きの方法 さえも知 らない人もいるとい う。 この
あた りの手続 きの不備 は改善すべ きであろう。
2外 国人研究者の立場性
中国国内で外国人研究者の 「不祥事」が発生し、中国の政府当局による取 り締ま
りが強化されつつあるなか、外国人研究者がしっかりと自覚するべき問題がある。
それは外国人研究者の立場性にかかわる問題である。中国、とくに今回とりあげた
西北部の少数民族地域のように、政治的にセンシティブな地域でフィールドワーク
を実施する場合、外国人研究者は自分自身の立場性を十分に考慮 しておく必要があ
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ることはい うまで もない。このような問題については、一般 に、学会や研究会、大
学の学部や大学院の授業においても正面か ら議論 されることが少な く、フィール ド
ワークを実際 におこなうとする若手研究者は戸惑 うばか りだと聞いているので、こ
れを機会に筆者自身の考えを述べてお きたい。
基本的 に、中国西北部で調査 をおこなう外国人研究者は 「純粋」 な学術研究をお
こなっているので、中国の国家政策 に対 して個 々の研究者が もつスタンスにそれほ
ど大 きな偏差があるとは思 えない。少な くとも中国でフィール ドワークをお こなっ
たことのある日本人の人類学者の場合、その多 くが中国に留学 した経験があ り、あ
えて例 えるならば 「親中派」 と呼べるだろう。筆者が学会や研究会で見聞きしたか
ぎり、中国の国内事情 を理解せずに現地調査 を敢行す る人類学者 はほ とんどいな
いo
したがって、ここで問題とすべ きは、「親中派」の外国人研究者が トラブルに巻
き込まれてしまう不本意なケースである。外国人研究者がフィール ドワークの最中
に 「不慮の事故」に遭う場合、外国人研究者自身が 「越権行為」をおこなってしま
った事例が多い。筆者があくまでも個人的に聞いた話によると、中国の西南部や西
北部で政府当局から厳重注意を受けた研究者あるいは拘束された研究者がいる。具
体的には、中国で外国人が閲覧不可能な 「内部資料」を収集したことにより、政府
当局に身元を調べられ、在留資格の妥当性(訪問ビザや受入れ機関の有無など)が
問われたケースである。
中国でフィールドワークを実施する場合、中国側の 「受入れ機関」に事前に相談
し、その内諾を得たうえで、訪問ビザを申請する必要があることはいうまでもな
い。もちろん 「内部資料」のような機密資料を収集したいという一時の誘惑に負け
てしまいそうになる研究者もいるかもしれないが、それはあきらかに 「非合法活
動」である。外国人研究者としては十分に自覚すべきである。
また、中国の少数民族地域に関していえば、少数民族の政治活動に外国人研究者
が関与することも 「非合法活動」である。ここでいう 「関与」の意味内容は一言で
は言い表せにくいが、少数民族の政治活動家に対する情報提供や資金提供といった
類の行動は研究者としてはおこなうべきではない。近年、日本国内では、中国の少
数民族の政治活動を積極的に宣伝する 「市民運動」が自称 「有識者」24)によって展
開されているが、それは研究者としては不適当な行動であり、将来的には当事者の
少数民族にとってプラスになるとは考えられない。そのようなごく～部の研究者の
「不穏な動き」が中国の政府当局の心証を害してしまい、その他の 「親中派」の研
究者の印象までをも悪 くする危険性がある。
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V[お わりに一今後の課題と展望
ここまで詳述 したように、中国西北部の少数民族地域 におけるフィール ドワーク
は決 して容易なことではない。このことは学問分野の違いをとわず、いずれの研究
者に もあてはまる。 しか しなが ら、だか らといって、現地でのフィール ドワークが
完全 に実現不可能だとい うことにはならない。実際、少数なが らも、若手の 日本人
研究者が勇猛果敢 に調査地 にとび込み、長期間のフィール ドワークを実施 し、「分
厚い記述」の民族誌的資料 を量産 しつつある。全体 としてみた場合、研究者間の意
見交換が活発化 しつつあるといえる。中国 には 「上有政策、下有対策」(お上 に政
策あれば、下々に対策あ り)と いう格言があるが、外国人研究者に対する一定の制
約がある として も、それに対す る巧妙な 「対策」を外 国人研 究者が会得 しておけ
ば、ある程度の成果 をあげることができるはずである。
とはい うものの、外国人研究者が中国で単独でおこなえるフィール ドワークには
おのずか ら限界があることも事実である。前述 したように、少数民族地域でフィー
ル ドワークを実施する場合、 コミュニティ ・ス タディが現在で も有効であることは
否定 しないが、 コミュニティを包摂するそれよりも大きな地域や国家 との関係性 を
も視野に入れるとすると、オーソ ドックスなコミュニティ ・スタディだけでは不十
分であることはいうまで もない。その不備を補 うためには、個人研究ではな く、で
きることならば、異なる学問分野を修得 した複数の研究者で共同調査を実施 し、さ
らには中国人研究者 との共同作業25)が必要 となるだろう。
注
1)本 稿にお けるフィール ドワー クとは、人類学的 なフィール ドワー クに限定 せず、 隣接 す る社 会
学 、地理学、民俗学 な どの現地調査 を もふ くむ広義の概念 と して設定 してお く。 なお、 フィール
ドワークの語源 につ いては佐 藤[1992:22-27]を参照 されたい。
2)中 国西北部 とは、新彊 ウイグル 自治区、 チベ ッ ト自治区、寧夏 回族 自治 区、青海省 、甘粛省 、
陳西省 を指 す。 なお、 中国の 「省」お よび 「自治区」は 日本 の都道府 県 に相当す る。
3)例 えば、2008年オ リンピ ック開催 前 に中国国内 で 「東 トルキス タン」 関連 の 「事 件」が マ ス
メデ ィアをに ぎわせ たこ とは記憶 に新 しい。 なお、中国で は10種類 の少 数民族が ムス リム少数
民族(お よそ2000万人)と して政府 機関 に よって公 認 されてお り、その大 部分が 中国西北 部 に
くらしてい る。
4)中 国西北部の少数 民族地域で フィール ドワー クをお こな う外 国人研究者 がまった くいな い と言
っているわけで はない。数 こそ少 ない ものの、良質 の民族誌 や調査 報告書 が出版 され ている[e.
g.Gladneyl991;Rudelsonl998]。とはい え、 日本人研 究 者の場 合、西 北部 の少 数民 族地 域で フ
ィール ドワー クをお こな う研 究者 は、筆者 が確 認で きるだけで も両手で数 えられる ほ どの人数 に
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す ぎない。 とりわけ西北部 のムス リム少数民族 を研 究する研 究者 となる と一層少 な くなる。例 え
ば、若手研究 者の場合、全 国各地 の大学院 に所属 しているが、十分 に指 導 して も らえ る教員 が少
な く、実質 的には 「孤立無援」 の状 態にあ るという。こ うした インフ ォーマル な情報 は若手研 究
者 を中心 とした研 究会で よ く耳 にする。
5)本 稿で フィール ドワL・一クの有効性 を強調 するか ら とい って、「とにか く現 場へ行 け ばわか る」
とい った類 の 「現場 第一 主義」 「現場至 上主義」 を安易 に唱え るつ も りはない。 なぜ な ら研 究者
個 人が現場で見 聞 きで きることにはあ きらか に限界が あるか らであ る。 それで も、筆 者 自身は、
その ような限界 を自覚 した うえで、 フ ィール ドワーク経験 に よって こそメデ ィア情報 に氾濫 す る
ステ レオ タイプ化 され た 「異文化」 イメ ージ を揺 さぶ るこ とが で きるの で はない か と考 え てい
る。 こうしたス タ ンスは大塚[2002:153-156]の論考 か ら影響 を受 けている。
6)も ちろん例 外 もあ る。須藤(編)[1996]では、 人類学者 だけで な く、他 の学問分野 の研究 者
たちが 自分 た ちのフ ィール ドワー クの技 法 を具体 的 に紹 介 して くれ てい る。1990年代 に大学 院
生 だった人類学徒 に とっては非常 に役立 つフ ィール ドワークの教 本だ った。
7)本稿 では 「中国 ムス リムを調査 す る研究者」 に限定す る。
8)か くい う筆者 も寧夏社 会科学院回族 イスラーム教研究所 で現地 の フィー ル ドワー クに必 要 な行
政上 の事務手 続 きを代行 して もらった経験 がある。
9)彼 ら(女)自 身 もム ス リム少数 民族 であ るこ とが多 い。 なお、中国 の学 界 には社 会学 が漢族
を、民族学(人 類学)が 少 数民族 を研究す る とい うあ る種の 「分業 体制」が あ る。 また、民族学
に関 していえば、少数民族 を研 究する者 には漢族 もいるが、全体 と してみる と、自文化研 究 をお
こな う少数 民族が 多い。そ れ とは逆 に、少数民族 の研究 者の なか には漢族 を研究 す る者 が少 な
い0
10)中国民 族学 の概 況 につい ては祁慶富[1998:155-168]がわか りやす い。 日本人研 究 者 に よる
中国研究 の動 向 を把握す るには、末成道男(編)『文化人類 学5特 集 漢族研 究の最前線』(1988
年)、末 成道男(編)『 文化人類学8特 集 中国研 究の視角』(1990年)、中国国内 の フィール ド
ワークにつ いて愛知大 学現代 中国学 会(編)『 中国21特 集 中国民俗研 究』(1999年)などを
参 照 されたい。
11)ここでい う 「情報提 供者」 とは政府機 関関係者が 「適任」 「適役」 と認め た人 々を指 す。
12)当時、農村部 での外 国人研究者 による調査 が不可能 だったわけで はない。筆 者 よ りも早 い時期
(1998年か ら1999年にか けて)に 日本人の地理学者 が回族 の村 落で フ ィール ドワーク を実施 し
ている。 ただ し、外 国人研究者 の調査 に対す る規制 が1980年代 以降 に緩和 され ている といって
も、外 国人研究者 による調査 村への住 み込 みは現在 も厳禁 されてい る。
13)中国の都市部 には、行 政区分 にもとづ き、市政府 ・区政府 ・街 道弁事処 ・居民 委員会 といった
行 政組織が設置 されている。なお、最後 の居 民委員会 は、厳密 にい えば、行 政組織 では な く、地
域住民 組織であ るが 、行 政組織 を支援す る性 格上、行政組織 として カウン トした。
14)当然 のこ となが ら、 こ うした資料 のなかには現物 を入手 できない もの も多い。 その場合 、調査
地 で複写 させ て もらった り、カ メラで撮影 させて もらった りした。 いずれ も所有 者 の プラ イバ
シーにかかわる もの なので、引用や転載 などの扱 いには注意 を要 する ことはい うまで もない。
15)これは寧 夏社 会科学院 による協 力があ ったか らこそ実現 したといえる。筆者 のほか に も、西北
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部 での フィー ル ドワークで地域住民 の基礎資 料 を収集 した 日本人研究者が いるが、 それ もきわめ
て例外 的なケ ースであろ う。 なぜ な ら、原則 上、外国人 は住民 の個人資料 を閲覧 で きない ことに
なっているか らであ る。 なお、筆者 が整理 した統計 資料 は、調査 終 了後、「受 入れ機 関」 に提供
した。
16)余談 となるが、東京都立 大学大学院時代 の先輩や後輩 とフィール ドワー クについて情報 交換 を
お こ なってい て必 ず驚 かされ るこ とが あ る。彼(女)ら の多 くが、都市 部 では な く、狩猟 採 集
民 ・遊 牧民 ・農耕民 などの 「小 規模社会」 でフ ィール ドワークをお こなっている。先輩 や後輩 の
話 に よる と、調査地 では、 コミュニ ティのなかに住み込 み、ネイテ ィブの調査助 手 を通訳 と して
雇用 し、イ ンタビュー調査 の内容 を テープやICレ コーダー な どに録音 す るケースが多 か った。
筆者 には ここで その是非 を問 うつ も りはな く、彼(女)ら との相 違点のみ を確認 してお きたい。
少 な くとも中国で は、 コ ミュニテ ィでの長期 滞在 、ネイ ティブの調査 助手の雇 用、 インタ ビュー
調査 の録音 な どは まず不可能 であ る。 もちろん 「中国」 とい っても、研 究者個人 の問題 関心や性
格 などの違い によって調査方法 のあ りか たに偏差 が出る ことはいう まで もない。 しか し、現在 の
中国 では、人類 学の教科書 でよ く紹介 され るような 「小 規模社会」 での フィー ル ドワー クは実施
困難 となっている点 を確認 してお きたい。
17)本稿 における 「民衆」 とは 「政 治エ リー ト」(政府機 関関係 者)で はない人 々を指す。
18)本文 の なか では正面 か ら論 じる余裕 が ないが、 ムス リム ・コ ミュニ テ ィにお ける フ ィール ド
ワークでは、男 女隔離の社会規範 に注意す る必要 がある。一般 に、外 国人研 究者(非 ムス リム)
の場合、 ムス リム ・コミュニテ ィでは 「当た り前」 とされ る男女隔離 の社 会規範 を 自覚 してお ら
ず、男性研究者 がムス リム女性 を本 人の承諾 を得 ないま ま写真撮影 をおこない、 トラブル を招 く
ケースが 目立 つ。 こうした例 にか ぎらず、調査地 の社 会規範 を研究者 自身 も遵守す る とい う前提
の下で フィール ドワー クを実施 るう必 要があ ることはい うまで もない。
19)この点、 日本 入研 究者が中国で フ ィール ドワークをお こな う場合、外見上 の特徴 か ら警戒 され
る ことは非常 に少 ない。
20)中国の通貨 につ いては1人 民元 を15円で換算 した。
21)近年、 日本人研 究者が調査地 において情報提供者 や調査協 力者 に手渡す謝 礼が高 額 なため(例
えば、10万円単位の現金 の授 受)、若手研 究者が フィール ドワー クをお こなう場合で も高額 な謝
礼 を要求 され る といった問題が発生 している。 中国 における フィール ドワー クで は、 日本人研 究
者 と中国人研究者が 「同等のパー トナー」 であ ると十分 に承知 してい るが、高 額な現金 の安易 な
授受 はあ らため て問題 視 され るべ きではないだ ろうか。
22)この場 合、教育機 関の大学 よ り研究機 関の社 会科学院や研究所 の方が フィール ドワーク に必 要
な手続 きを迅速 にお こなって くれ る。
23)調査 地では、現地 に不慣 れな欧米人研究者 が トラブル に巻 き込 まれたケ ースがあった。
24)ごく一部 ではあ るが アカデ ミズ ム出身の研究 者 もふ くまれる。
25)ここでい う 「共同作業」 とは、共 同研究 の活 動資金が 日本人研 究者側か ら中国人研究 者側へ あ
たか も 「献 金」であ るかの ように 自動的 に手渡 され るような 「持 ちつ持たれ つの関係」 を指す の
で はない。
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